
第五回内国勧業博覧会の正門前の噴水（右）。
四天王寺の境内にある八角亭は第五回内国勧
業博覧会において現存する唯一の建物（左上）。
中之島の難波橋にあるライオン像（左下）。
写真（右）提供／国立国会図書館デジタルコ
レクション　写真（左上）提供／上町台地今
昔タイムズ　写真（左下）提供／ピクスタ

日
本
最
初
の
国
際
博
覧
会
は
、
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
に
大
阪
・
天
王
寺
で
開
か
れ
た
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
で
あ
る
。

幕
末
の
遣
欧
使
節
団
が
一
八
六
二
年
の
ロ
ン
ド
ン

万
博
を
視
察
し
、
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
博
、

一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
も
日
本
か
ら
の

出
品
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
殖
産
興

業
の
た
め
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
第
一
回
内
国
勧

業
博
覧
会
が
東
京
・
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
る
。

む
ろ
ん
名
称
の
通
り
国
内
博
で
あ
っ
た
が
、
第

五
回
博
で
は
、
工
業
所
有
権
保
護
に
関
す
る
パ
リ

条
約
に
日
本
が
加
盟
し
た
こ
と
で
海
外
か
ら
の
出

品
が
可
能
と
な
り
、
十
四
カ
国
が
参
加
し
て
事
実

上
の
国
際
博
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
入
場
者
数
も

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
の
京
都
・
岡
崎
で
の
第

四
回
内
国
勧
業
博
が
約
一
一
四
万
人
だ
っ
た
の
に

比
べ
五
三
〇
万
人
が
入
っ
た
。

こ
の
第
五
回
内
国
博
の
遺
跡
を
探
し
て
み
る
と
、

唯
一
、
四
天
王
寺
の
本
坊
庭
園
に
移
設
さ
れ
た

「
八
角
亭
」
が
そ
う
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
八
角
形

の
和
洋
折
衷
建
築
で
、
水
色
の
塗
装
に
コ
リ
ン
ト

式
装
飾
の
あ
る
柱
や
青
、
黄
、
緑
色
の
ガ
ラ
ス
が

か
わ
い
ら
し
い
。

し
か
し
、
精
神
的
な
意
味
で
の
第
五
回
博
の
遺

跡
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
博
覧
会
で
の
大
林
組
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
の
展
望
塔
の
記
憶
は
、
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）、
内
国
博
跡
地
に
で
き
た
初

代
通
天
閣
に
通
じ
る
し
、
中
之
島
に
架
か
る
難
波

橋
の
ラ
イ
オ
ン
像
も
、
第
五
回
内
国
博
と
つ
な

が
っ
て
い
る
と
私
は
密
か
に
考
え
て
い
る
。

第
五
回
博
で
は
、
近
代
化
を
進
め
よ
う
と
す
る

意
識
か
ら
、
西
洋
の
都
市
が
広
場
に
彫
刻
や
噴
水

を
設
け
る
こ
と
を
模
し
て
、
正
門
前
や
会
場
内
美

術
館
前
に
噴
水
が
設
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
形
が
少

し
変
だ
。

例
え
ば
正
門
前
の
噴
水
に
突
き
立
っ
て
い
る
の

は
、
龍
が
巻
き
付
い
た
、
不
動
明
王
が
持
つ
「
倶く

利り

伽か

羅ら

龍り
ゆ
う

」
の
宝
剣
で
あ
る
。
西
洋
化
を
目
指
し

な
が
ら
も
東
洋
精
神
は
忘
れ
な
い
和
魂
洋
才
の
あ

ら
わ
れ
だ
ろ
う
。

こ
の
視
点
で
見
る
と
、
パ
リ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
三
世
橋
の
ラ
イ
オ
ン
像
を
意
識
し
た
と
さ
れ
る

難
波
橋
の
ラ
イ
オ
ン
も
、
南
詰
北
詰
に
そ
れ
ぞ
れ

二
匹
ず
つ
、
口
を
開
い
た
も
の
と
閉
ざ
し
た
「
阿あ

吽う
ん

」
の
セ
ッ
ト
が
置
か
れ
、
ま
る
で
神
社
に
鎮
座

す
る
巨
大
な
狛
犬
で
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
オ
ン
像
を

彫
刻
し
た
天あ

ま

岡お
か

均き
ん

一い
ち

（
一
八
七
五
～
一
九
二
四
）
は
、
第

五
回
内
国
博
で
は
西
洋
都
市
の
広
場
に
あ
る
騎
馬

像
の
よ
う
に
、
馬
に
乗
っ
た
豊
臣
秀
吉
の
彫
刻
を

出
品
し
た
。
内
国
博
で
示
し
た
時
代
の
精
神
が
、

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
難
波
橋
架
橋
に
お
い
て
、

社
会
的
に
実
現
し
た
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。
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日
本
初
の
万
博
の
記
憶
は
ラ
イ
オ
ン
橋
に
つ
な
が
る

第

回
1

万
博
遺
産


